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仙台市議会議長 岡部恒司 殿 

市民に期待され役に立つ仙台市議会へ 議会改革の基礎である 

議会の民主的運営に新議長・副議長のイニシアティブを求める 

 

2015.9.8 日本共産党仙台市議団 

 

 ８月２日投開票された仙台市議会議員選挙の投票率が前回より４．２ポイン

ト下がり、３５．８３％となりました。過去最低の投票率です。その原因は、

例年にない猛暑という特殊要因があったにせよ、仙台市議会が市民から期待さ

れ役割を果たし得る存在になっているのかが問われた結果であると深く受け止

めるべきだと思います。 

 地方自治体は、執行機関である首長と議事機関である議会という、住民から

直接選挙で選ばれた二つの機関で構成されています。いわゆる二元代表制です。 

地方議会の権限は大きくわけて、①地域住民の意思を代表する機能、②自治立

法権にもとづく立法機能、③執行機関にたいする批判・監視機能を持っていま

す。このような基本機能をいかした議会としての活動へ議会改革が求められて

います。 

 

 改選された今議会では、議長選挙での所信表明会がはじめて開かれることに

なりました。日本共産党市議団は、議会改革の進むべき方向について自らの考

えを示す機会として位置づけ、議長・副議長選挙に臨みました。結果として、

新議長には岡部恒司さん、副議長には安孫子雅浩さんが多数の賛同者をもって

当選されました。民主的に選出された議長・副議長に協力して、私たちも力を

尽くす決意です。 

 

 議会が議長・副議長のもと団結して、議会改革を推進するためにも、議会の

民主的運営が大切です。 

 議長選挙に際して、議長は所信表明で「議会の運営については、各会派とよ

く協議を行なって進めてまいりたい」と述べました。この立場を、いかなる時

も堅持して取り組むことは、市民に対する公約です。 

 

 仙台市議会は会派制をとっており、大きい会派も小さい会派も議会の運営に

その役割を果たすべきです。議会での役職は、所属議員の人数により分担し、
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その議員や会派の利益のためでなく議会の民主的運営のために力を尽くすこと

が原則です。 

 

 ところが、９月８日に行なわれた、常任委員会の構成、委員長・副委員長の

選出において、議長・副議長を支える立場にある自民党、市民フォーラム仙台

は、日本共産党仙台市議団をはずして役割分担を行なう方向性を決めた上に、

協議の対象にも加えないという対応を行ないました。その理由の説明を求めて

も、「共産党は野党なので立ち位置が違うから」とか、「これまでと同じ対応だ

から」とか的外れの答えに終始しました。これでは、新議長・副議長の所信表

明ともくいちがうことは明らかです。これらの経過の中で私たち市議団は、各

委員会の委員長・副委員長選出に投票で臨むことになりました。 

 

 改めて、先に述べた原則を、全ての会派の共通認識にするよう、議長・副議

長の努力を求めるものです。また、市長の市政運営に対する立場の違いで日本

共産党市議団を排除したかつての「与党代表者会議」のような、「打ち合わせ会」

など、非公式な組織による運営が行なわれることのないよう申し入れるもので

す。 

 

 岡部議長、安孫子副議長の民主的議会運営への積極的イニシアティブの発揮

を求めます。 
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